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五
　
味
　
良
　
彬
は
じ
め
に
　
明
治
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
東
大
で
憲
法
を
講
じ
た
上
杉
慎
吉
は
、「
国
家
は
最
高
の
道
徳
」「
天
皇
即
国
家
」
の
主
張
で
知
ら
れ
て
い
る
。
上
杉
に
お
け
る
こ
の
不
動
の
主
張
は
、
そ
の
天
皇
「
信
仰）（
（
」
と
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
り
、
一
種
の
信
念
で
あ
っ
た
が
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
風
潮
の
な
か
で
、
こ
れ
が
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
上
杉
は
こ
の
主
張
を
再
構
築
し
、
一
九
二
〇
年
代
に
は
独
特
の
「
国
体
」
論
を
唱
え
る
に
至
っ
た
。
　
本
稿
で
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
上
杉
の
「
国
体
」
論
に
関
す
る
一
考
察
を
行
う
。
こ
こ
で
時
代
を
一
九
二
〇
年
代
に
限
定
す
る
の
は
、
ひ
と
え
に
筆
者
の
能
力
不
足
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
も
う
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
上
杉
「
国
体
」
論
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
「
相
関
連
続
」
論
が
、
一
九
一
九
年
刊
行
の
『
暴
風
来
』
で
簡
単
な
形
で
述
べ
ら
れ
、
二
一
年
刊
行
の
『
国
家
新
論
』
で
体
系
立
っ
て
主
張
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
し
て
翌
二
二
年
刊
行
の
『
新
稿
帝
国
憲
法
』（
以
下
、『
新
稿
』）
で
は
、「
相
関
連
続
」
論
が
法
学
志
林
　
第
一
一
五
巻
　
第
一
・
二
号
合
併
号
一
一
二
「
国
体
」
論
と
絡
み
合
い
、
一
種
の
宇
宙
論
を
構
成
し
て
い
る
。
本
稿
で
検
討
の
中
心
と
す
る
の
は
こ
の
『
新
稿
』
で
あ
る
。
　
分
析
の
方
法
と
し
て
は
、
述
べ
た
よ
う
に
『
新
稿
』
を
お
も
に
用
い
て
上
杉
「
国
体
」
論
を
概
観
す
る
。
従
来
の
研
究
で
は
、「
相
関
連
続
」
論
は
お
も
に
上
杉
の
国
家
論
を
分
析
す
る
際
に
用
い
ら
れ
、
必
ず
し
も
「
国
体
」
論
と
の
か
か
わ
り
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、「
相
関
連
続
」
論
に
お
け
る
「
全
体
」
と
い
う
概
念
を
、「
国
体
」
論
に
お
け
る
天
皇
と
関
連
付
け
て
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
上
杉
の
「
国
体
」
論
、
そ
し
て
不
動
の
主
張
た
る
「
国
家
は
最
高
の
道
徳
」
論
、「
天
皇
即
国
家
」
論
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
く
る
の
か
を
考
察
し
た
い
。
　
上
杉
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
、
そ
の
生
涯
に
わ
た
る
分
析
を
お
こ
な
っ
た
も
の
と
し
て
、
長
尾
龍
一
氏
・
井
田
輝
敏
氏
・
古
田
博
司
氏
の
研
究
が
あ
る）（
（
。
こ
れ
ら
は
上
杉
に
関
す
る
基
礎
的
な
研
究
で
あ
り
、
本
稿
も
こ
れ
ら
の
研
究
に
大
き
く
依
拠
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
、
以
上
の
研
究
は
上
杉
の
生
涯
に
わ
た
る
研
究
で
あ
る
た
め
、
そ
の
焦
点
が
一
九
二
〇
年
代
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
井
田
氏
の
研
究
を
除
け
ば
、
一
九
二
〇
年
代
へ
の
言
及
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
。
そ
こ
に
焦
点
を
当
て
た
の
が
小
山
常
実
氏
の
研
究
で
、
大
正
後
期
以
降
の
上
杉
の
転
換
お
よ
び
革
新
性
に
注
目
し
た
点
で
重
要
で
あ
る）（
（
。
小
山
氏
以
降
の
研
究
は
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
こ
の
革
新
性
に
注
目
す
る
も
の
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
加
え
て
、
本
稿
の
視
点
に
か
か
わ
る
個
々
の
論
文
を
み
て
い
く
と
、
大
正
中
期
以
降
の
上
杉
国
家
論
・
国
体
論
に
つ
い
て
は
、
国
家
論
が
重
久
俊
夫
氏
、
国
体
論
が
新
田
均
氏
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る）（
（
。
ま
た
、「
相
関
連
続
」
論
と
「
社
会
」
へ
の
関
心
に
つ
い
て
は
西
村
裕
一
氏
の
研
究
が
あ
り
、「
皇
道
」
論
に
つ
い
て
は
前
川
理
子
氏
の
研
究
が
あ
る）（
（
。
ま
た
「
体
制
意
志
」
と
い
う
上
杉
独
特
の
用
語
の
意
味
を
明
確
に
し
た
住
友
陽
文
氏
の
研
究
も
重
要
で
あ
る）（
（
。
筆
者
は
こ
れ
ら
の
研
究
に
も
大
き
な
示
唆
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
上
杉
に
か
か
わ
る
貴
重
な
研
究
は
数
多
く
あ
る
が
、
そ
う
し
た
研
究
に
つ
い
て
は
、
本
文
中
で
必
要
に
応
じ
て
言
及
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
上
杉
慎
吉
の
「
国
体
」
論
に
関
す
る
一
考
察
（
五
味
）
一
一
三
　
な
お
、
本
稿
の
内
容
は
、
筆
者
が
二
〇
一
四
年
度
に
執
筆
し
た
法
政
大
学
大
学
院
修
士
学
位
論
文
「
大
正
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
お
け
る
上
杉
慎
吉
─
─
『
高
天
原
』
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
の
内
容
を
も
と
に
、
全
面
的
に
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
章
　「
国
体
」
論
　
上
杉
は
、「
国
体
」
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た
の
か
。『
新
稿
』
に
基
づ
け
ば
、「
国
体
」
と
は
「
特
定
国
家
が
何
人
を
統
治
権
者
と
す
る
か
の
、
国
家
構
成
の
根
本
基
礎）（
（
」
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
「
統
治
権
者
」
の
こ
と
を
指
す
。
　
で
は
、
日
本
の
「
国
体
」
は
ど
の
よ
う
に
定
ま
っ
た
の
か
。
こ
れ
を
説
明
す
る
際
、
上
杉
は
神
話
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
こ
れ
を
論
じ
よ
う
と
す
る
。
い
さ
さ
か
長
く
な
る
が
、
本
稿
の
分
析
の
中
心
に
な
る
た
め
、「
我
が
国
体
の
淵
源
」
と
題
さ
れ
た
項
を
引
用
し
て
み
よ
う
。
　
天
祖
天
照
大
神
の
皇
孫
瓊
瓊
杵
尊
を
斯
の
国
に
降
し
た
ま
ひ
て
、
吾
子
孫
の
天
皇
と
し
て
統
治
す
べ
き
国
な
り
と
定
め
た
ま
ひ
し
は
、
日
本
人
の
国
民
的
確
信
の
実
現
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
、
古
史
に
徴
す
る
に
、
初
め
天
之
御
中
主
神
あ
り
、
宇
宙
の
中
心
た
り
万
物
の
原
動
力
た
り
、
天
地
創
造
の
根
源
に
ま
し
ま
し
、
無
窮
に
自
然
と
精
神
と
を
支
配
し
た
ま
ふ
の
神
で
あ
る
、
高
皇
産
霊
神
神
皇
産
霊
神
神
世
七
代
を
経
て
、
創
造
造
化
の
事
成
る
、
最
後
に
伊
弉
諾
伊
弉
冉
の
二
神
あ
り
…
…
大
八
洲
国
た
る
日
本
国
土
を
生
ま
せ
ら
れ
た
、
即
ち
相
議
し
て
「
吾
已
生
大
八
洲
及
山
川
草
木
何
不
生
天
下
之
主
矣
」（
引
用
者
注
：「
吾われ
已すで
に
大
八
洲
国
及
び
山
川
草
木
を
生
め
り
。
何
ぞ
天
の
下
の
主
き
み
た
る
も
の
者
を
生
ま
ざ
ら
む
」）
と
の
た
ま
は
せ
ら
れ
、
天
照
大
神
を
生
ま
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
…
…
瓊
瓊
杵
尊
は
其
の
御
孫
で
あ
る
、
さ
れ
ば
日
本
人
は
天
祖
及
天
祖
の
系
統
の
御
子
孫
を
以
て
、
天
地
の
創
造
者
た
り
万
物
の
支
配
者
た
る
天
神
の
遺
霊
を
承
伝
体
得
せ
ら
れ
、
本
来
本
質
上
日
本
人
の
活
動
は
、
斯
の
御
一
人
の
精
神
を
基
礎
と
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
つ
て
、
法
学
志
林
　
第
一
一
五
巻
　
第
一
・
二
号
合
併
号
一
一
四
各
人
は
己
を
没
却
し
て
、
絶
対
的
に
斯
の
御
一
人
の
精
神
に
憑
依
す
る
に
依
り
て
、
我
を
完
成
し
永
遠
な
ら
し
む
る
こ
と
を
得
る
と
確
信
し
て
居
た
の
で
あ
つ
て
、
之
れ
日
本
人
あ
り
、
日
本
道
徳
あ
り
、
日
本
国
家
あ
る
の
根
本
基
礎
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
、
天
祖
の
豊
葦
原
瑞
穂
国
は
吾
が
子
孫
の
し
ら
す
べ
き
国
な
り
と
の
た
ま
は
せ
ら
れ
た
の
は
、
此
の
事
を
其
の
ま
ま
に
明
に
せ
ら
れ
た
る
に
外
な
ら
ぬ
、
之
れ
実
に
我
が
建
国
の
基
礎
な
る
大
精
神
で
あ
つ
て
、
国
体
の
淵
源
根
柢
茲
に
存
す
る
の
で
あ
る
、
か
く
て
日
本
人
は
天
皇
に
合
一
し
ま
つ
り
、
天
神
に
合
一
し
ま
つ
り
、
天
皇
の
御
力
に
依
り
て
、
宇
宙
の
理
想
と
人
類
の
本
性
を
永
遠
に
充
実
し
発
展
す
る
こ
と
を
得
る
と
す
る
を
以
て
、
所
謂
惟
神
道
と
す
る
の
で
あ
る）（
（
　「
斯
の
国
」
と
は
「
豊
葦
原
瑞
穂
国
」、
す
な
わ
ち
「
日
本
国
家
」
を
指
す
。「
天
祖
」
天
照
大
神
（
以
下
、
ア
マ
テ
ラ
ス
）
が
「
皇
孫
」
瓊ニ
瓊ニ
杵ギノ
尊ミコ
ト（
以
下
、
ニ
ニ
ギ
）
を
天
孫
降
臨
さ
せ
、
日
本
を
「
吾
子
孫
の
天
皇
と
し
て
統
治
す
べ
き
国
な
り
」、
と
定
め
た
の
は
「
日
本
人
の
国
民
的
確
信
の
実
現
」
で
あ
っ
た
と
最
初
の
一
文
は
述
べ
て
い
る
。
　
さ
し
あ
た
り
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が
日
本
を
「
吾
子
孫
の
天
皇
と
し
て
統
治
す
べ
き
国
な
り
」
と
定
め
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
天
壌
無
窮
の
神
勅）（
（
」（
上
杉
の
言
葉
で
は
「
天
祖
建
国
の
神
勅）（（
（
」）
で
あ
る
。
上
杉
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
天
壌
無
窮
の
神
勅
」
は
日
本
の
「
国
体
」、
す
な
わ
ち
天
皇
が
統
治
権
者
で
あ
る
こ
と
を
定
め
た
「
国
体
法
」
で
あ
り
、「
国
体
法
」
た
る
「
天
壌
無
窮
の
神
勅
」
で
日
本
の
「
国
体
」
（
＝
統
治
権
者
）
が
定
ま
り
、「
国
体
」
が
定
ま
っ
た
こ
と
で
日
本
国
家
が
建
国
さ
れ
た
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
国
体
法
」「
国
体
」「
国
家
」
の
誕
生
は
同
一
の
瞬
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
し
あ
た
り
、
上
杉
に
よ
れ
ば
日
本
の
統
治
権
者
は
天
皇
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
統
治
権
者
が
変
更
さ
れ
れ
ば
日
本
国
家
は
存
在
し
え
な
い
。
そ
の
意
味
で
、「
天
皇
即
国
家
」
で
あ
る）（（
（
。
　
ア
マ
テ
ラ
ス
の
子
孫
を
日
本
の
統
治
権
者
と
定
め
た
「
天
壌
無
窮
の
神
勅
」
は
、
さ
き
の
引
用
文
に
よ
れ
ば
「
日
本
人
の
国
民
的
確
信
の
実
現
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
い
う
な
ら
ば
「
国
体
」
は
「
日
本
人
の
国
民
的
確
信
」
に
基
づ
く
と
述
べ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
な
ぜ
天
皇
上
杉
慎
吉
の
「
国
体
」
論
に
関
す
る
一
考
察
（
五
味
）
一
一
五
が
統
治
権
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、「
日
本
人
の
国
民
的
確
信
」
に
基
づ
く
と
い
え
る
の
か
。
　
引
用
文
を
見
直
す
と
、「
日
本
人
の
国
民
的
確
信
」
と
は
、「
本
来
本
質
上
日
本
人
の
活
動
は
、
斯
の
御
一
人
の
精
神
を
基
礎
と
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
つ
て
、
各
人
は
己
を
没
却
し
て
、
絶
対
的
に
斯
の
御
一
人
の
精
神
に
憑
依
す
る
に
依
り
て
、
我
を
完
成
し
永
遠
な
ら
し
む
る
こ
と
を
得
る
」
確
信
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
、「
斯
の
御
一
人
の
精
神
」
を
基
礎
と
し
て
日
本
人
の
活
動
が
存
在
し
、
絶
対
的
に
「
斯
の
御
一
人
の
精
神
」
に
「
憑
依
」
す
る
こ
と
で
、「
我
を
完
成
し
永
遠
な
ら
し
む
る
」
こ
と
を
日
本
人
が
確
信
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
で
は
、「
斯
の
御
一
人
」
と
は
誰
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
天
皇
、
な
い
し
は
ア
マ
テ
ラ
ス
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
と
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
。
再
度
「
我
が
国
体
の
淵
源
」
の
引
用
文
を
見
返
す
と
、「
斯
の
御
一
人
」
の
一
文
は
次
の
よ
う
な
一
文
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
　
日
本
人
は
天
祖
及
天
祖
の
系
統
の
御
子
孫
を
以
て
、
天
地
の
創
造
者
た
り
万
物
の
支
配
者
た
る
天
神
の
遺
霊
を
承
伝
体
得
せ
ら
れ
、
本
来
本
質
上
日
本
人
の
活
動
は
、
斯
の
御
一
人
の
精
神
を
基
礎
と
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
つ
て
…
…
　
こ
こ
で
「
天
祖
」
と
は
述
べ
た
よ
う
に
ア
マ
テ
ラ
ス
、「
天
祖
の
系
統
の
御
子
孫
」
と
は
ニ
ニ
ギ
以
下
の
天
皇）（（
（
を
指
し
て
い
る
が
、
ア
マ
テ
ラ
ス
・
歴
代
天
皇
は
「
天
地
の
創
造
者
」
で
「
万
物
の
支
配
者
」
で
あ
る
「
天
神
」
の
「
遺
霊
を
承
伝
体
得
」
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。「
斯
の
御
一
人
の
精
神
」
が
天
皇
の
精
神
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
天
皇
は
「
天
地
の
創
造
者
」
で
「
万
物
の
支
配
者
」
で
あ
る
「
天
神
」
の
「
遺
霊
を
承
伝
体
得
」
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、「
斯
の
御
一
人
の
精
神
」
は
天
皇
の
精
神
で
あ
り
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
精
神
で
あ
る
と
同
時
に
、「
天
神
」
の
「
遺
霊
」
で
あ
る
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
　
で
は
、「
天
神
」
と
は
い
か
な
る
神
で
あ
る
の
か
。
注
目
し
た
い
の
は
「
天
地
の
創
造
者
た
り
万
物
の
支
配
者
た
る
天
神
」
と
述
べ
ら
法
学
志
林
　
第
一
一
五
巻
　
第
一
・
二
号
合
併
号
一
一
六
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
三
た
び
「
我
が
国
体
の
淵
源
」
の
引
用
文
を
見
返
す
と
、
次
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。
　
古
史
に
徴
す
る
に
、
初
め
天
之
御
中
主
神
あ
り
、
宇
宙
の
中
心
た
り
万
物
の
原
動
力
た
り
、
天
地
創
造
の
根
源
に
ま
し
ま
し
、
無
窮
に
自
然
と
精
神
と
を
支
配
し
た
ま
ふ
の
神
で
あ
る
…
…
　
こ
こ
で
は
、「
天
之
御
中
主
神
」（
以
下
、
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
）
が
「
宇
宙
の
中
心
」「
万
物
の
原
動
力
」「
天
地
創
造
の
根
源
」「
自
然
と
精
神
と
を
支
配
」
と
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。「
天
地
の
創
造
者
」「
万
物
の
支
配
者
」
と
さ
れ
て
い
る
「
天
神
」
の
性
格
と
重
な
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う）（（
（
。
　
似
た
表
現
は
、
上
杉
の
ほ
か
の
著
作
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
二
四
年
に
著
し
た
『
新
稿
憲
法
述
義
』
で
も
「
古
史
ニ
徴
ス
ル
ニ
、
天
照
大
神
ハ
天
地
ノ
創
造
者
タ
リ
万
物
ノ
支
配
者
タ
ル
天
神
ノ
正
統）（（
（
」
と
の
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
一
九
一
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
帝
国
憲
法
述
義
』
で
は
、「
天
祖
」
ア
マ
テ
ラ
ス
が
ど
の
よ
う
な
理
由
で
、
自
ら
「
主
権
者
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
定
め
た
の
か
、
と
い
う
点
に
踏
み
込
ん
で
論
じ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
文
中
に
も
同
様
の
表
現
が
存
在
す
る
。
　
天
祖
は
如
何
な
る
実
質
上
の
原
因
を
有
せ
ら
れ
て
自
ら
主
権
者
た
る
こ
と
を
定
め
ら
れ
た
か
我
建
国
の
歴
史
に
徴
し
ま
す
る
に
、
天
祖
及
天
祖
の
系
統
の
御
子
孫
は
天
地
の
創
造
者
で
あ
つ
て
、
宇
宙
の
中
心
た
る
原
動
力
た
る
天
神
の
遺
霊
を
承
伝
体
得
せ
ら
れ
、
初
よ
り
本
質
上
日
本
人
の
活
動
は
此
御
一
人
の
意
思
を
基
礎
と
し
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
つ
た）（（
（
　『
帝
国
憲
法
述
義
』
で
は
、「
天
神
」
が
「
天
地
の
創
造
者
」
で
「
宇
宙
の
中
心
た
る
原
動
力
」
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
上
杉
慎
吉
の
「
国
体
」
論
に
関
す
る
一
考
察
（
五
味
）
一
一
七
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
と
い
う
表
現
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、
と
も
あ
れ
、『
新
稿
』
に
お
け
る
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
の
規
定
、
す
な
わ
ち
「
宇
宙
の
中
心
」「
万
物
の
原
動
力
」
と
、『
帝
国
憲
法
述
義
』
に
お
け
る
「
天
神
」
の
規
定
、
す
な
わ
ち
「
宇
宙
の
中
心
た
る
原
動
力
」
が
重
な
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、『
新
稿
』
に
お
い
て
ア
マ
テ
ラ
ス
・
歴
代
天
皇
が
「
承
伝
体
得
」
し
て
い
る
「
天
神
」
の
「
遺
霊
」
と
は
、
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
の
「
遺
霊
」
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
こ
こ
か
ら
は
、
天
皇
と
「
天
祖
」
ア
マ
テ
ラ
ス
、「
天
神
」
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
が
、「
精
神
」
な
い
し
「
遺
霊
」
を
共
有
す
る
と
い
う
点
で
、
い
わ
ば
三
位
一
体
で
あ
る
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
る）（（
（
。
と
も
あ
れ
、
天
皇
な
い
し
ア
マ
テ
ラ
ス
の
背
後
に
は
「
天
神
」
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
、「
天
神
」
は
「
宇
宙
の
中
心
」「
万
物
の
原
動
力
」「
天
地
の
創
造
者
」「
万
物
の
支
配
者
」
と
「
宇
宙
」
性
を
帯
び
て
い
て
、
そ
の
性
質
は
「
天
祖
」
ア
マ
テ
ラ
ス
・
天
皇
に
「
遺
霊
」
と
い
う
形
で
「
承
伝
体
得
」
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
確
実
に
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
　
そ
こ
で
精
神
と
日
本
人
の
関
係
を
み
て
み
よ
う
。
さ
き
の
文
章
「
本
来
本
質
上
日
本
人
の
活
動
は
、
斯
の
御
一
人
の
精
神
を
基
礎
と
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
つ
て
、
各
人
は
己
を
没
却
し
て
、
絶
対
的
に
斯
の
御
一
人
の
精
神
に
憑
依
す
る
に
依
り
て
、
我
を
完
成
し
永
遠
な
ら
し
む
る
こ
と
を
得
る
」
を
考
え
て
み
る
と
、「
斯
の
御
一
人
の
精
神
」
と
は
述
べ
た
通
り
、
さ
し
あ
た
り
は
天
皇
の
精
神
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
「
天
祖
」
ア
マ
テ
ラ
ス
の
精
神
で
あ
り
、
ま
た
「
天
神
」
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
の
「
遺
霊
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
つ
ま
り
こ
の
文
で
は
、
日
本
人
の
活
動
が
「
斯
の
御
一
人
」
す
な
わ
ち
一
体
の
存
在
で
あ
る
天
皇
・「
天
祖
」・「
天
神
」
の
精
神
を
基
礎
と
し
て
存
在
し
、
天
皇
・「
天
祖
」・「
天
神
」
の
精
神
に
「
憑
依
」
す
る
こ
と
で
、「
我
を
完
成
し
永
遠
な
ら
し
む
る
」
こ
と
を
日
本
人
が
確
信
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
で
は
こ
こ
で
、「
我
を
完
成
し
永
遠
な
ら
し
む
る
」
と
あ
る
が
、「
我
を
完
成
」
と
は
い
か
な
る
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
。
そ
も
そ
も
「
我
」
と
は
何
で
あ
る
の
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。
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第
二
章
　「
相
関
連
続
」
論
　『
新
稿
』
は
第
一
篇
「
国
家
」
と
第
二
篇
「
国
体
」
の
二
篇
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
章
で
分
析
し
て
き
た
「
我
が
国
体
の
淵
源
」
の
文
章
は
、
第
二
篇
「
国
体
」
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
今
こ
こ
で
分
析
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
「
我
」
は
、
お
も
に
第
一
篇
「
国
家
」
で
解
説
が
行
わ
れ
て
い
る
。
で
は
、「
我
」
と
は
何
で
あ
る
の
か
。
こ
れ
も
長
い
が
、「
我
」
と
い
う
項
の
内
容
を
引
用
し
た
い
。
　
我
在
る
こ
と
は
一
切
の
初
に
我
自
ら
之
を
決
定
す
る
の
確
実
な
る
事
実
で
あ
る
、
人
の
み
で
は
な
い
、
凡
そ
存
在
す
る
物
は
其
の
本
性
を
有
す
る
も
の
即
ち
我
で
あ
る
、
然
ら
ば
我
と
は
何
で
あ
る
か
、
我
の
内
容
は
何
な
る
か
、
先
づ
我
が
四
肢
五
体
を
我
な
り
と
為
す
か
と
云
ふ
に
、
決
し
て
然
ら
ぬ
…
…
山
川
草
木
虫
魚
禽
獣
日
月
星
辰
、
悉
く
我
在
る
に
無
か
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
、
即
ち
一
切
万
物
は
凡
て
残
ら
ず
我
と
一
体
を
成
し
て
離
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
り
、
我
の
内
容
は
宇
宙
万
有
の
全
体
で
あ
る
と
為
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
我
即
ち
全
体
で
あ
る
、
此
は
我
の
方
よ
り
立
言
せ
る
も
、
全
体
の
方
よ
り
之
を
云
ふ
も
同
一
で
あ
つ
て
、
全
体
即
ち
我
で
あ
る
…
…
　
…
…
心
に
察
せ
ば
、
我
即
ち
全
体
た
る
こ
と
一
層
誰
に
で
も
分
り
易
き
で
あ
ら
う
、
我
が
心
と
謂
ふ
、
到
底
限
ら
れ
た
る
我
が
心
な
る
も
の
を
考
ふ
る
こ
と
は
出
来
ぬ
、
広
く
推
し
及
ぼ
し
て
限
り
無
き
一
切
万
物
の
心
、
統
一
し
て
宇
宙
全
体
た
る
宇
宙
の
心
を
以
て
我
が
心
の
内
容
で
あ
る
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
宇
宙
精
神
は
我
に
於
て
顕
現
す
る
。
　
我
の
推
し
拡
げ
て
合
一
す
る
の
全
体
は
本
よ
り
空
間
的
な
る
全
体
の
み
で
は
な
い
こ
と
云
ふ
を
俟
た
ぬ
、
時
間
に
於
て
前
な
り
し
も
の
も
後
な
る
も
の
も
皆
継
続
し
て
一
体
と
な
り
我
の
内
容
を
成
し
て
居
る
、
限
り
無
き
原
子
よ
り
限
り
無
き
未
来
永
劫
ま
で
一
体
上
杉
慎
吉
の
「
国
体
」
論
に
関
す
る
一
考
察
（
五
味
）
一
一
九
な
る
も
の
の
間
に
、
之
と
一
体
を
成
し
て
我
在
る
の
で
あ
る
…
…）（（
（
　「
我
」
と
は
、
単
に
「
我
が
四
肢
五
体
」（
す
な
わ
ち
自
分
）
の
み
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。
一
切
万
物
な
く
し
て
「
我
」
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
「
我
」
と
何
ら
か
の
関
係
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
点
で
「
我
」
と
は
「
全
体
」
で
あ
り
、「
全
体
」
と
は
「
我
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
我
」
と
は
「
宇
宙
」
で
も
あ
り
、「
我
が
心
」
は
「
宇
宙
精
神
」
で
も
あ
る
。
ま
た
、「
我
」
は
「
全
体
」
と
合
一
し
て
い
る
が
、
そ
の
「
全
体
」
と
は
空
間
的
な
だ
け
で
な
く
、
時
間
的
に
合
一
し
、
一
体
を
な
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
　
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
我
」
と
「
全
体
」（
す
な
わ
ち
「
宇
宙
」）
と
の
空
間
的
・
時
間
的
合
一
こ
そ
、
一
九
二
〇
年
代
の
上
杉
に
お
け
る
特
徴
を
な
す
「
相
関
連
続
」
論
で
あ
る
。「
相
関
連
続
」
論
を
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
い
こ
う
。
ま
ず
、「
相
関
」
か
ら
で
あ
る
。
　
上
杉
に
よ
れ
ば
、
述
べ
た
よ
う
に
「
我
」
と
「
全
体
」
と
は
一
体
の
関
係
で
あ
る
。
し
か
し
「
我
」
の
「
全
体
」
へ
の
合
一
は
、
あ
く
ま
で
も
「
我
の
意
志）（（
（
」
に
端
を
発
す
る
。
し
た
が
っ
て
、「
帰
一
の
我
を
観
念
す
る
と
と
も
に
、
各
我
対
立
の
我
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ）（（
（
」。
こ
の
「
各
我
」
は
も
と
よ
り
「
全
体
」
と
離
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、「
各
我
」
は
各
々
が
「
本
性
即
ち
個
性）（（
（
」
を
持
つ
、
相
互
に
対
立
し
た
存
在
で
も
あ
る
。
よ
っ
て
、「
一
々
皆
異
な
れ
る
各
我
が
無
数
に
対
立
し
て
全
体
を
構
成
す
る）（（
（
」。「
各
我
」
は
、
述
べ
た
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
が
「
本
性
即
ち
個
性
」
を
持
つ
異
な
る
存
在
で
あ
る
が
、
バ
ラ
バ
ラ
で
存
在
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「
各
我
」
ど
う
し
は
依
存
し
つ
つ
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
相
互
依
存
の
関
係
こ
そ
「
相
関
」
で
あ
る
。「
各
我
」
の
「
本
性
即
ち
個
性
」
は
、
ほ
か
の
「
各
我
」
の
「
本
性
即
ち
個
性
」
が
「
充
実
発
展
」
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
「
充
実
発
展
」
す
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
「
各
我
」
の
「
本
性
」
の
「
充
実
発
展
」
は
、「
全
体
」
の
「
充
実
発
展
」
に
も
つ
な
が
る
。
よ
っ
て
、「
各
我
」
つ
ま
り
「
人
」
は
、
相
互
に
「
相
関
」
す
る
こ
と
で
「
本
性
即
ち
個
性
」
を
「
充
実
発
展
」
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
上
杉
は
こ
の
「
相
関
」
論
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
講
演
で
も
述
べ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
こ
で
は
「
相
関
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
ず
、
平
易
な
法
学
志
林
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〇
言
葉
で
こ
の
理
論
を
語
っ
て
い
る
。
　
我
々
は
諸
般
の
複
雑
し
た
関
係
に
於
て
、
原
因
と
な
り
結
果
と
な
り
、
相
互
に
相
待
つ
て
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
斯
の
如
く
に
し
て
各
々
の
人
は
、
夫
は
夫
、
妻
は
妻
、
子
は
子
、
親
は
親
、
揃
つ
て
個
々
の
性
質
を
遂
げ
る
に
依
つ
て
、
私
が
仮
に
憲
法
を
研
究
す
る
に
適
当
な
る
才
能
を
持
つ
て
居
る
と
す
れ
ば
、「
コ
ツ
プ
」
屋
さ
ん
は
「
コ
ツ
プ
」
を
造
る
に
適
当
な
る
才
能
を
持
つ
て
居
る
こ
と
に
依
つ
て
之
を
充
た
す
こ
と
が
出
来
る
、
私
が
憲
法
の
研
究
を
十
分
に
や
つ
て
、
斯
う
云
ふ
所
に
出
て
来
て
、
暇
を
潰
し
て
話
を
す
る
か
ら
、「
コ
ツ
プ
」
屋
さ
ん
も
安
心
し
て
「
コ
ツ
プ
」
を
造
り
、
相
依
り
相
待
つ
て
我
々
は
自
己
の
人
格
を
完
う
し
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
、
自
己
の
持
つ
て
居
る
本
性
を
遂
げ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
、
是
が
即
ち
道
徳
で
あ
る
世
の
中
の
善
な
る
状
態
で
あ
る
、
道
徳
的
の
状
態
と
云
う
の
は
、
此
の
事
が
完
全
に
行
わ
れ
て
居
る
こ
と
を
言
ふ
の
で
あ
り
ま
す
、
或
人
が
利
益
を
得
ん
が
為
に
、
他
の
人
は
其
道
具
と
な
つ
て
居
る
こ
と
を
不
道
徳
と
言
ひ
ま
す
、「
カ
ン
ト
」
は
道
徳
の
根
本
は
我
人
格
を
尊
重
す
る
如
く
、
人
の
人
格
を
尊
重
す
る
こ
と
で
あ
る
と
言
つ
た
、
如
何
に
も
其
通
り
、
若
も
夫
が
妻
を
我
が
道
具
と
思
ふ
な
ら
ば
そ
れ
は
不
道
徳
で
あ
り
ま
す
…
…
他
人
の
人
格
を
ば
我
が
人
格
の
如
く
尊
重
し
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
、
相
依
り
相
待
つ
て
其
の
性
質
を
遂
げ
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
、
其
目
的
を
達
す
る
と
云
0
0
0
0
0
0
0
0
0
ふ
こ
と
が
0
0
0
0
、
是
が
真
の
善
或
は
道
徳
で
あ
り
ま
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
す0
）
（（
（
（
傍
点
原
文
）
　
こ
の
引
用
文
に
よ
れ
ば
、
人
々
が
「
相
依
り
相
待
つ
て
」
存
在
（「
相
関
」）
し
、
自
己
の
持
っ
て
い
る
「
本
性
」
を
遂
げ
る
こ
と
が
、
「
真
の
善
或
は
道
徳
」
な
の
で
あ
る
。
　
人
ど
う
し
が
「
相
関
」
す
る
こ
と
で
、
は
じ
め
て
「
本
性
即
ち
個
性
」
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
人
は
「
本
性
即
ち
個
性
」
を
発
展
さ
せ
る
た
め
、「
相
関
」
し
て
「
全
体
」
へ
と
向
か
う
。「
相
関
の
最
高
の
段
階
に
達
す
る
は
我
の
創
造
が
向
か
う
所
の
目
標
上
杉
慎
吉
の
「
国
体
」
論
に
関
す
る
一
考
察
（
五
味
）
一
二
一
で
あ
る）（（
（
」。
　
次
に
「
連
続
」
を
見
て
い
こ
う
。
上
杉
に
よ
れ
ば
、
人
は
「
相
関
」
し
て
「
全
体
」
を
構
成
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
時
間
的
に
「
連
続
」
し
て
「
全
体
」
を
構
成
し
て
い
る
。「
全
体
」
と
は
「
宇
宙
」
で
あ
り
、「
宇
宙
」
は
「
連
続
の
一
体
」
で
あ
る
。
宇
宙
万
物
は
み
な
「
連
続
」
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
過
去
に
存
在
し
た
あ
ら
ゆ
る
物
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
遺
伝
な
ど
の
形
で
、
現
在
に
引
き
続
い
て
存
在
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
現
在
と
い
う
時
間
は
な
く
、
過
去
と
未
来
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
よ
っ
て
、「
相
関
は
時
間
的
関
係
を
同
時
に
考
え
な
け
れ
ば
到
底
考
え
ら
れ
ぬ）（（
（
」。「
連
続
」
と
は
「
時
間
的
相
関
」
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
「
各
我
」
は
「
相
関
連
続
」
し
、「
全
体
」
を
な
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
相
関
連
続
」
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
本
性
即
ち
個
性
」
を
充
実
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
で
あ
る
。
　
こ
こ
で
本
章
冒
頭
の
問
い
に
戻
り
た
い
。「
我
」
と
は
「
全
体
」
で
あ
り
、「
宇
宙
」
で
も
あ
る
。「
我
」
と
は
「
各
我
」
す
な
わ
ち
個
人
で
も
あ
る
が
、
純
粋
な
個
人
で
は
な
い
。「
人
は
個
人
で
は
な
く
相
関
し
連
続
す
る
一
体
な
る
人）（（
（
」
で
あ
り
、「
我
」
と
は
「
一
体
な
る
人
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
章
で
残
し
た
問
い
で
あ
る
、「
我
を
完
成
」
の
意
味
と
は
、
個
々
人
（「
各
我
」）
が
「
相
関
連
続
」
し
、
「
本
性
即
ち
個
性
」
を
充
実
発
展
さ
せ
、
同
一
の
存
在
で
あ
る
「
全
体
」・「
宇
宙
」・「
一
体
な
る
人
」
を
完
成
さ
せ
、「
全
体
」
な
る
「
我
」
と
な
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
「
全
体
」・「
宇
宙
」・「
一
体
な
る
人
」
お
よ
び
「
全
体
」
な
る
「
我
」
と
は
、
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
で
述
べ
て
い
く
。
　
い
さ
さ
か
長
く
な
っ
た
が
、
以
上
が
「
相
関
連
続
」
論
の
概
略
で
あ
る
。
こ
の
「
相
関
連
続
」
論
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
先
行
研
究
が
あ
る
。
長
尾
氏
は
『
新
稿
』
の
「
相
関
連
続
」
論
を
分
析
し
、『
新
稿
』
の
特
色
は
「
ド
イ
ツ
観
念
論
、
特
に
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
影
響
で
あ
る
」
と
指
摘
し
た）（（
（
。
以
降
の
研
究
も
基
本
的
に
こ
の
線
に
沿
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
一
方
で
上
杉
の
五
男
・
上
杉
總さと
彦ひこ
は
、
上
杉
が
大
正
末
期
以
降
東
大
で
担
当
し
て
い
た
、
社
会
学
講
座）（（
（
関
係
の
覚
え
書
き
と
思
わ
れ
る
法
学
志
林
　
第
一
一
五
巻
　
第
一
・
二
号
合
併
号
一
二
二
「
上
杉
慎
吉
社
会
学
遺
稿
」
を
発
掘
し
、「
公
法
学
者
上
杉
慎
吉
に
お
け
る
社
会
学
＝
相
関
連
続
の
研
究
」
で
上
杉
と
「
社
会
学
」
の
関
係
を
分
析
し
た
。
總
彦
に
よ
れ
ば
、「
相
関
連
続
」
論
の
「
根
本
思
想
」
と
は
「
人
は
社
会
的
動
物
で
あ
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
い
）
（（
（
、「
社
会
学
」
と
「
相
関
連
続
」
論
の
関
係
性
を
指
摘
す
る
。
　
筆
者
が
考
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
長
尾
氏
や
多
く
の
先
行
研
究
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
影
響
は
無
視
し
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
上
杉
自
身
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
は
高
い
評
価
を
与
え
て
お
り
、
ま
た
一
九
二
七
年
か
二
八
年
頃
に
は
、
自
ら
が
思
想
的
に
深
い
影
響
を
受
け
た
思
想
家
と
し
て
、「
ル
ソ
ウ
、
レ
ッ
シ
ン
グ
、
ヘ
ル
ダ
ア
、
カ
ン
ト
、
ゲ
ー
テ
、
シ
ル
レ
ル
、
フ
ィ
ヒ
テ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
ロ
ッ
ツ
ェ
」
の
名
を
挙
げ
て
い
る
と
い
う）（（
（
。
　
た
だ
、「
上
杉
慎
吉
社
会
学
遺
稿
」
を
読
む
と
、
總
彦
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
相
関
連
続
」
論
と
「
社
会
学
」
の
関
係
性
は
強
い
と
も
い
え
る
。
そ
の
点
で
、「
社
会
学
」
の
影
響
は
無
視
し
え
な
い
。
と
は
い
え
、『
新
稿
』
に
お
い
て
は
、
少
な
く
と
も
表
面
的
に
は
、
「
社
会
学
」
の
影
響
を
受
け
た
と
明
白
に
わ
か
る
箇
所
は
存
在
し
な
い）（（
（
。
そ
の
た
め
、『
新
稿
』
が
執
筆
さ
れ
た
一
九
二
二
年
当
時
は
、
ま
だ
「
社
会
学
」
の
影
響
は
顕
在
化
し
て
い
な
か
っ
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る）（（
（
。
第
三
章
　「
国
家
は
最
高
の
道
徳
」
　
本
章
で
分
析
し
て
い
き
た
い
の
は
、
第
二
章
が
残
し
た
課
題
、
す
な
わ
ち
「
我
」（
各
我
）
は
「
相
関
連
続
」
し
て
「
全
体
」＝「
宇
宙
」＝「
一
体
な
る
人
」（
言
い
換
え
れ
ば
、
全
体
と
し
て
の
「
我
」）
に
至
る
が
、
そ
れ
は
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
上
杉
は
別
の
言
い
方
を
も
お
こ
な
っ
て
い
る
。
上
杉
慎
吉
の
「
国
体
」
論
に
関
す
る
一
考
察
（
五
味
）
一
二
三
　
全
体
に
合
一
せ
ず
ん
ば
我
で
は
な
い
、
詭
弁
学
者
は
我
は
万
物
の
尺
度
な
り
と
云
へ
る
も
、
其
の
我
た
る
全
体
に
合
一
す
る
我
に
非
ず
し
て
、
離
れ
た
る
一
人
の
偶
然
な
る
一
時
な
る
も
の
を
我
と
し
た
、
全
体
に
合
一
す
る
我
な
る
が
故
に
、
普
遍
的
妥
当
的
で
あ
る
、
超
個
人
我
と
云
ひ
絶
対
我
と
云
ひ
又
は
普
遍
我
と
云
ひ
此
の
意
を
示
す
も
亦
可
で
あ
る）（（
（
　「
詭
弁
学
者
」
の
解
釈
が
正
し
い
か
は
措
く
と
し
て
、
右
の
引
用
に
基
づ
け
ば
、「
全
体
に
合
一
す
る
我
」（
す
な
わ
ち
全
体
と
し
て
の
「
我
」）
と
は
「
超
個
人
我
」「
絶
対
我
」「
普
遍
我
」
と
い
っ
て
も
よ
い
の
だ
と
い
う
。
　
注
目
し
た
い
の
は
「
普
遍
我
」
の
語
で
あ
る
。
こ
の
語
は
上
杉
の
同
僚
で
、「
神
が
か
り
」
的
な
憲
法
を
講
じ
た
と
さ
れ
る
筧
克
彦
が
、
国
家
を
示
す
意
味
で
用
い
て
い
る
語
で
あ
る）（（
（
。
筧
に
よ
れ
ば
、「
普
遍
我
と
は
本
来
の
一
心
同
体
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
詳
し
く
い
へ
ば
時
間
的
及
び
空
間
的
に
存
在
す
る
上
下
多
数
の
各
個
人
に
普
ね
く
存
在
す
る
大
生
命
」
で
あ
り
「
本
来
の
一
心
同
体
又
は
大
生
命）（（
（
」
だ
と
い
う
。
な
お
、
筧
に
お
い
て
こ
の
「
大
生
命
」
す
な
わ
ち
「
普
遍
我
」
の
正
体
と
は
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
で
、「
此
神
は
世
界
の
中
央
に
し
て
其
根
柢
た
る
神
で
、
又
実
に
一
切
に
遍
満
し
て
い
る
神
で
あ
る
か
ら
、
宇
宙
一
切
の
真
の
大
生
命
で
あ
り
、
一
物
と
し
て
其
顕
現
に
非
ざ
る
は
な
い）（（
（
」
と
さ
れ
る
。
筧
の
「
普
遍
我
」
論
に
お
い
て
、「
本
来
の
一
心
同
体
」
や
「
時
間
的
及
び
空
間
的
」
と
い
う
表
現
な
ど
、
上
杉
の
「
相
関
連
続
」
論
に
よ
く
似
て
い
る
よ
う
に
う
か
が
え
る）（（
（
。
　
さ
て
、
こ
の
「
全
体
に
合
一
す
る
我
」＝「
普
遍
我
」
と
は
、
そ
れ
を
構
成
す
る
「
各
我
」
の
「
相
関
連
続
」
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
、
そ
の
範
囲
を
夫
婦
や
親
子
関
係
か
ら
拡
大
し
て
い
く
。
こ
の
は
た
ら
き
を
上
杉
は
「
我
の
創
造
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
こ
の
「
我
の
創
造
」
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
、「
最
大
範
囲
の
人
の
一
体
を
成
す
に
於
て
、
人
は
相
関
と
連
続
と
を
完
う
し
、
人
の
本
性
を
充
実
し
、
発
展
し
、
文
化
と
道
徳
の
最
高
の
段
階
に
立
ち
到
る）（（
（
」。
法
学
志
林
　
第
一
一
五
巻
　
第
一
・
二
号
合
併
号
一
二
四
　
こ
の
「
相
関
連
続
」
の
「
人
の
一
体
」
の
極
致
こ
そ
、
国
家
で
あ
る
。
国
家
は
「
我
の
創
造
」
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
「
国
家
我）（（
（
」
で
あ
り
、
そ
の
た
め
「
国
家
は
我
の
所
産）（（
（
」
と
い
え
る
。「
全
体
に
合
一
す
る
我
」
と
は
、「
国
家
我
」
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
相
関
連
続
」
の
極
致
で
あ
る
国
家
で
こ
そ
、
人
の
「
本
性
即
ち
個
性
」
は
最
高
に
「
充
実
発
展
」
す
る
。
　
こ
こ
に
お
い
て
、
上
杉
不
動
の
主
張
「
国
家
は
最
高
の
道
徳
」
が
成
立
す
る
。
上
杉
に
よ
れ
ば
「
道
徳
」
と
は
、「
人
と
人
と
一
体
を
成
し
て
相
関
し
連
続
し
、
其
の
本
性
を
充
実
し
発
展
す
る）（（
（
」
こ
と
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
「
相
関
連
続
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
国
家
は
最
高
の
道
徳
」
と
は
、
国
家
に
お
い
て
人
の
「
相
関
連
続
」
が
極
致
に
達
し
て
い
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
四
章
　「
天
皇
即
国
家
」
　
本
章
で
は
、
ま
ず
第
一
章
・
第
二
章
の
内
容
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。
　
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
上
杉
に
よ
れ
ば
、「
国
体
」
と
は
統
治
権
者
を
指
し
、
つ
ま
り
天
皇
で
あ
る
。
こ
の
天
皇
を
統
治
権
者
と
す
る
「
国
体
」
は
、「
天
祖
」
ア
マ
テ
ラ
ス
の
「
天
壌
無
窮
の
神
勅
」
で
定
め
ら
れ
た
が
、
一
方
で
こ
の
天
皇
を
統
治
権
者
と
す
る
「
国
体
」
は
、「
日
本
人
の
国
民
的
確
信
」
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
日
本
人
が
、
日
本
人
の
活
動
が
「
斯
の
御
一
人
」
の
精
神
を
基
礎
と
し
て
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
確
信
し
、「
斯
の
御
一
人
」
の
精
神
に
憑
依
す
る
こ
と
で
「
我
を
完
成
し
永
遠
な
ら
し
む
る
」
と
確
信
し
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
。「
斯
の
御
一
人
」
と
は
天
皇
で
あ
り
、「
天
祖
」
ア
マ
テ
ラ
ス
で
あ
っ
た
が
、
天
皇
・「
天
祖
」
は
「
天
地
の
創
造
者
」
「
万
物
の
支
配
者
」
た
る
「
天
神
」、
す
な
わ
ち
「
宇
宙
の
中
心
」
で
「
万
物
の
原
動
力
」
で
あ
る
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
の
「
遺
霊
を
承
伝
体
得
」
す
る
存
在
で
あ
り
、
い
わ
ば
天
皇
・「
天
祖
」・「
天
神
」
は
三
位
一
体
の
存
在
で
あ
っ
た
。
日
本
人
は
こ
の
三
位
一
体
の
存
在
（
表
面
的
に
は
天
皇
）
の
精
神
に
「
憑
依
」
す
る
こ
と
で
「
我
を
完
成
し
永
遠
な
ら
し
む
る
」
と
確
信
し
て
い
た
。
上
杉
慎
吉
の
「
国
体
」
論
に
関
す
る
一
考
察
（
五
味
）
一
二
五
　
こ
の
「
我
」
と
は
、
第
二
章
の
内
容
を
踏
ま
え
れ
ば「
全
体
」＝「
宇
宙
」＝「
一
体
な
る
人
」（「
全
体
に
合
一
す
る
我
」）
で
あ
り
、
国
家
で
あ
っ
た
。
　
す
な
わ
ち
、「
日
本
人
の
国
民
的
確
信
」
と
は
、
三
位
一
体
の
天
皇
の
精
神
に
「
憑
依
」
す
る
こ
と
で「
全
体
」＝「
宇
宙
」＝「
一
体
な
る
人
」、
つ
ま
り
国
家
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
国
家
と
は
、
い
わ
ば
地
上
の
「
高
天
原）（（
（
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
相
関
連
続
」
の
極
致
で
あ
る
。
三
位
一
体
の
天
皇
の
精
神
に
「
憑
依
」
す
る
と
は
、
い
う
な
ら
ば
三
位
一
体
の
天
皇
と
「
相
関
連
続
」
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
お
い
て
、「
国
体
」
論
と
「
相
関
連
続
」
論
が
結
び
つ
い
て
い
る
。
　
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
て
み
よ
う
。
思
い
返
せ
ば
、「
天
神
」
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
に
は
「
天
地
の
創
造
者
」「
万
物
の
支
配
者
」「
宇
宙
の
中
心
」「
万
物
の
原
動
力
」
と
説
明
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
存
在
は
宇
宙
性
を
帯
び
て
い
る
。
こ
こ
で
、
同
一
の
存
在
で
あ
る
「
我
」・
「
宇
宙
」・
国
家
と
意
味
合
い
が
重
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
は
ひ
と
つ
の
推
測
で
あ
る
が
、「
天
神
」
と
は
「
我
」
で
あ
り
「
宇
宙
」
で
あ
り
国
家
で
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
上
杉
は
、「
全
体
に
合
一
す
る
我
」
を
「
普
遍
我
」
と
い
っ
て
も
よ
い
と
し
て
い
た
。
上
杉
に
お
け
る
「
全
体
に
合
一
す
る
我
」
と
、
筧
が
『
国
家
之
研
究
』
で
述
べ
た
「
普
遍
我
」（
す
な
わ
ち
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
）
が
同
じ
意
味
あ
い
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
蓋
然
性
は
さ
ら
に
高
ま
る
。
　
こ
う
し
て
見
る
と
、「
天
皇
即
国
家
」
と
い
う
も
う
一
つ
の
上
杉
不
動
の
主
張
は
、
統
治
権
者
た
る
天
皇
が
い
な
け
れ
ば
日
本
国
家
は
存
立
し
え
な
い
と
い
う
、
単
純
な
意
味
と
は
次
元
の
異
な
る
意
味
を
帯
び
、
再
度
登
場
す
る
こ
と
と
な
る
。
天
皇
・「
天
祖
」・「
天
神
」
は
三
位
一
体
で
あ
り
、
述
べ
た
よ
う
に
「
我
」・「
宇
宙
」・
国
家
は
同
一
で
あ
る
た
め
、「
天
神
」
と
「
我
」・「
宇
宙
」・
国
家
が
同
一
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
天
皇
と
「
我
」・「
宇
宙
」・
国
家
が
同
一
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
、
す
な
わ
ち
「
天
皇
即
国
家
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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そ
し
て
ま
た
、「
天
皇
即
国
家
」
と
い
う
こ
と
は
、
天
皇
は
「
我
」
で
あ
り
「
全
体
」
で
あ
り
、「
全
体
」
と
「
各
我
」
は
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
一
体
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
天
皇
は
「
各
我
」、
す
な
わ
ち
個
々
人
で
あ
る
と
い
う
驚
く
べ
き
議
論
を
導
く
こ
と
も
で
き
る
。
　
な
お
、
上
杉
は
人
間
の
歴
史
を
国
家
創
造
の
歴
史
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
国
家
は
つ
ね
に
「
最
高
の
道
徳
」
だ
が
、
後
世
か
ら
振
り
返
っ
て
見
て
み
れ
ば
、
過
去
の
国
家
は
「
最
高
の
道
徳
」
と
は
い
え
な
い
。
　
な
ぜ
、
過
去
の
国
家
は
「
最
高
の
道
徳
」
で
は
な
い
の
か
。
そ
れ
は
、
過
去
の
国
家
は
現
在
の
国
家
と
比
較
し
て
、「
相
関
連
続
」
の
度
合
い
で
十
分
と
は
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
現
在
の
国
家
も
、
未
来
の
国
家
か
ら
み
れ
ば
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
。
上
杉
は
、
当
時
（
大
正
後
期
）
の
日
本
国
家
を
見
て
、
資
本
家
の
心
が
け
が
悪
い
た
め
、
労
働
者
の
不
満
を
招
い
て
い
る
と
見
て
い
た）（（
（
。
そ
れ
ゆ
え
、
社
会
政
策
の
実
行）（（
（
な
ど
に
よ
っ
て
労
資
間
の
対
立
を
緩
和
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
。
い
う
な
ら
ば
そ
れ
は
、「
相
関
連
続
」
を
達
す
る
た
め
で
あ
る
。
上
杉
が
当
時
高
唱
し
て
い
た
普
通
選
挙
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。
普
通
選
挙
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
政
治
か
ら
疎
外
さ
れ
て
き
た
民
衆
を
国
民
と
し
て
、
国
家
に
一
体
化
し
て
い
く
た
め
で
あ
る）（（
（
。「
相
関
連
続
」
に
よ
っ
て
、「
各
我
」
が
よ
り
「
全
体
」
へ
の
一
体
性
を
強
め
て
い
く
た
め
で
あ
る
。
　
そ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
建
国
当
初
の
日
本
国
は
、
実
の
と
こ
ろ
「
最
高
の
道
徳
」
で
は
な
い
。
こ
れ
を
真
の
意
味
で
「
最
高
の
道
徳
」
す
な
わ
ち
「
高
天
原
」
に
す
る
た
め
に
は
、「
各
我
」
た
る
日
本
人
が
「
全
体
」
た
る
天
皇
へ
、
よ
り
一
体
性
を
強
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）（（
（
。「
各
我
」
の
「
本
性
即
ち
個
性
」
が
「
全
体
」
た
る
天
皇
へ
一
体
性
を
強
め
て
い
く
こ
と
で
、「
全
体
」
た
る
国
家
や
天
皇
も
、
よ
り
そ
の
性
質
を
豊
か
な
も
の
に
し
て
い
く
。
い
う
な
ら
ば
、
本
来
の
「
最
高
の
道
徳
」
た
る
「
高
天
原
」
か
ら
見
て
、
内
容
空
虚
な
（「
最
高
の
道
徳
」
で
な
い
）
現
在
の
国
家
・
天
皇
は
、「
本
性
即
ち
個
性
」
を
有
す
る
「
各
我
」
の
一
体
化
で
、
内
容
を
豊
か
に
し
て
い
く
。
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慎
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の
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こ
の
点
で
、
示
唆
的
な
こ
と
を
上
杉
は
述
べ
て
い
る
。
　
天
皇
は
例
え
ば
鏡
の
如
く
に
ま
し
ま
す
、
何
物
も
之
に
映
写
せ
ぬ
は
な
い
、
無
色
透
明
無
味
無
臭
固
よ
り
至
公
至
誠
で
あ
る
、
天
皇
は
絶
対
に
無
我
に
ま
し
ま
す
、
全
日
本
人
を
包
容
せ
ら
る
る
、
一
切
を
超
越
し
、
一
切
を
包
容
す
る
、
固
よ
り
天
皇
の
私
な
る
も
の
は
無
い
、
さ
れ
ば
日
本
人
の
体
制
意
志
は
其
の
儘
に
、
曇
り
な
き
明
鏡
の
御
心
に
合
一
し
て
、
日
本
国
家
に
於
い
て
日
本
人
は
一
斉
に
其
の
本
性
を
充
実
し
発
展
し
て
、
最
高
の
道
徳
を
実
現
す
る
こ
と
を
得
る
の
で
あ
る）（（
（
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
天
皇
は
「
鏡
」
で
あ
り
、
日
本
人
の
「
体
制
意
志
」
は
こ
の
「
鏡
」
に
映
写
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
内
容
空
虚
だ
っ
た
「
最
高
の
道
徳
」
た
る
国
家
・
天
皇
は
、「
各
我
」
た
る
日
本
人
と
「
相
関
連
続
」
す
る
こ
と
で
内
容
を
豊
か
に
し
、
そ
の
「
体
制
意
志
」
を
「
鏡
」
の
ご
と
く
映
写
す
る
。
こ
の
「
体
制
意
志
」
と
は
何
か
。
　
上
杉
に
よ
れ
ば
、
人
が
「
相
関
連
続
」
し
一
体
を
な
す
の
は
、
人
の
「
本
性
」
の
は
た
ら
き
だ
と
い
う）（（
（
。
こ
の
、
人
を
一
体
た
る
「
我
」
に
組
織
す
る
意
志
（
す
な
わ
ち
「
本
性
」）
こ
そ
「
体
制
意
志
」
で
あ
る）（（
（
。
そ
し
て
こ
れ
は
、「
数
多
の
各
人
の
意
志
の
集
合
で
は
な
い
、
其
の
総
計
で
も
な
い）（（
（
」「
全
体
に
合
一
し
て
普
遍
妥
当
な
る
我
の
意
志）（（
（
」
と
さ
れ
る
。
　
こ
れ
を
住
友
陽
文
氏
は
「
諸
個
人
を
『
規
律
組
織
』
す
る
も
の
で
あ
り
、
道
徳
そ
の
も
の
」
で
「
ル
ソ
ー
の
い
う
、『
全
体
意
志
』
と
は
区
別
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
『
一
般
意
志
』
そ
の
も
の
」
と
し
て
い
る）（（
（
。
筆
者
も
こ
の
見
解
に
同
意
す
る
。
こ
れ
は
一
九
二
八
年
に
上
杉
が
著
し
た
『
憲
法
読
本
』
の
な
か
の
一
語
で
あ
り
、
や
や
時
期
が
ず
れ
る
が
、
こ
こ
に
「
天
皇
即
臣
民）（（
（
」
と
い
う
言
葉
の
成
立
す
る
余
地
が
あ
る
。
　
上
杉
は
、
最
晩
年
の
一
時
期）（（
（
を
除
き
、
一
貫
し
て
天
皇
親
政
を
唱
え
て
い
た
。
以
上
の
よ
う
な
考
え
に
基
づ
け
ば
、
天
皇
親
政
を
お
こ
法
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て
も
何
も
問
題
と
は
な
ら
な
い
。「
鏡
」「
無
我
」
た
る
天
皇
に
私
心
な
ど
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
お
こ
な
わ
れ
る
政
治
は
日
本
人
の
「
体
制
意
志
」
を
反
映
し
た
政
治
、
つ
ま
り
公
論
を
反
映
す
る
政
治
で
あ
り
、
上
杉
も
主
張
し
て
い
た
「
民
本
主
義）（（
（
」
の
政
治
で
あ
る
。
　『
新
稿
』
で
上
杉
は
、
こ
の
よ
う
に
「
相
関
連
続
」
論
と
結
び
つ
け
た
「
国
体
」
論
を
主
張
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
宇
宙
性
を
帯
び
た
き
わ
め
て
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
も
の
で
あ
り
、
天
皇
の
意
志
を
日
本
人
の
「
体
制
意
志
」
と
同
一
の
も
の
と
し
て
読
み
替
え
る
、
あ
る
種
ラ
ジ
カ
ル
な
も
の
で
あ
っ
た
。
お
わ
り
に
　
以
上
、『
新
稿
』
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
九
二
〇
年
代
の
上
杉
「
国
体
」
論
に
つ
い
て
一
考
察
を
加
え
た
。
　『
新
稿
』
に
お
い
て
、「
我
が
国
体
の
淵
源
」
で
語
ら
れ
る
「
国
体
」
論
は
「
相
関
連
続
」
論
と
絡
み
合
い
、
天
皇
・「
天
祖
」・「
天
神
」
と
い
う
三
位
一
体
の
天
皇
が
、「
我
」・「
宇
宙
」・
国
家
と
一
致
す
る
こ
と
で
、
一
種
の
汎
神
論
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
実
の
と
こ
ろ
、
上
杉
の
著
作
に
お
い
て
こ
う
し
た
汎
神
論
的
な
論
理
構
造
が
は
っ
き
り
と
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
著
作
だ
け
で
あ
り
、
一
九
二
四
年
刊
行
の
『
新
稿
憲
法
述
義
』
を
は
じ
め
、
そ
の
後
の
著
作
に
お
い
て
同
様
の
構
造
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
あ
る
意
味
で
『
新
稿
』
で
完
成
し
て
い
た
上
杉
の
「
国
体
」
論
は
、
以
降
の
著
作
で
は
う
ま
く
「
国
体
」
を
説
明
で
き
て
い
な
い
よ
う
に
筆
者
に
は
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
　
天
皇
＝「
天
祖
」＝「
天
神
」
は
「
国
体
」
論
に
お
い
て
成
立
し
て
い
た
関
係
で
あ
り
、「
我
」＝「
宇
宙
」＝
国
家
と
は
「
相
関
連
続
」
論
に
お
い
て
成
立
し
て
い
た
関
係
で
あ
る
。
こ
の
両
者
は
、「
天
神
」
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
＝「
宇
宙
」
で
あ
る
と
い
う
点
で
結
び
つ
く
。
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「
天
祖
」
ア
マ
テ
ラ
ス
は
「
宇
宙
」
と
イ
コ
ー
ル
に
は
結
び
つ
か
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
ア
マ
テ
ラ
ス
は
「
我
が
国
体
の
淵
源
」
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
両
神
が
、「
大
八
洲
」
す
な
わ
ち
日
本
の
土
地
を
作
り
出
し
た
の
ち
に
、
そ
の
支
配
者
と
し
て
創
造
し
た
神
で
あ
り
、
登
場
し
た
の
は
「
宇
宙
」
の
創
造
よ
り
は
る
か
に
の
ち
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
一
般
的
に
い
っ
て
ア
マ
テ
ラ
ス
は
太
陽
神
で
は
あ
る
が
、
宇
宙
神
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、「
天
地
の
創
造
者
」「
万
物
の
支
配
者
」「
宇
宙
の
中
心
」
た
る
「
天
神
」
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
と
は
異
な
り
、
ア
マ
テ
ラ
ス
は
宇
宙
性
は
持
ち
え
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、「
天
神
」
を
抜
き
に
し
て
、
天
皇
＝
「
天
祖
」
と
「
我
」＝
「
宇
宙
」＝
国
家
は
同
一
の
存
在
と
は
な
り
え
な
い
。
天
皇
と
国
家
の
一
体
性
も
達
し
得
な
け
れ
ば
、
天
皇
と
「
我
」（
各
我
）
の
関
係
も
説
明
で
き
ず
、
天
皇
が
「
体
制
意
志
」
の
体
現
者
と
い
う
こ
と
に
も
な
ら
な
い
。
　
と
く
に
最
後
の
著
作
『
講
座
帝
国
憲
法）（（
（
』
に
お
い
て
は
多
く
の
社
会
学
者
の
論
を
援
用
し
て
お
り
、
ま
た
「
普
遍
我
」
に
も
言
及
し
て
い
る
が
、「
天
神
」
に
は
ふ
れ
て
お
ら
ず
、「
国
体
」
論
と
「
相
関
連
続
」
論
と
の
一
体
性
は
不
十
分
で
あ
る
。
　
で
は
な
ぜ
、
上
杉
が
こ
う
し
た
汎
神
論
的
立
場
を
放
棄
し
た
の
か
。
　
こ
れ
は
一
つ
の
試
論
だ
が
、
注
で
も
述
べ
た
筧
の
「
普
遍
我
」
論
へ
の
批
判
に
あ
る
よ
う
に
、「
天
神
」
を
措
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
皇
の
絶
対
性
が
相
対
化
さ
れ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
一
方
で
、
汎
神
論
的
な
立
場
を
取
れ
ば
、
天
皇
＝
「
我
」（
各
我
）
と
な
る
た
め
、
天
皇
と
の
一
体
性
と
い
う
意
味
で
は
よ
り
強
ま
る
と
も
い
え
る
。
上
杉
の
天
皇
「
信
仰
」
と
は
、
天
皇
の
絶
対
性
と
、
天
皇
と
の
一
体
性
の
両
者
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
両
者
は
相
克
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。『
新
稿
』
に
お
い
て
上
杉
は
天
皇
と
の
一
体
性
を
選
択
し
た
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
天
皇
の
上
位
に
「
天
神
」
を
措
定
す
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
天
皇
＝「
我
」（
各
我
）
の
関
係
を
成
立
さ
せ
た
こ
と
で
、
天
皇
の
絶
対
性
は
相
対
化
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、『
新
稿
』
に
お
け
る
上
杉
「
国
体
」
論
は
、
か
つ
て
自
ら
が
批
判
し
て
い
た
筧
の
「
普
遍
我
」
論
に
近
づ
く
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、『
講
座
帝
国
憲
法
』
で
は
、「
天
神
」
を
措
定
せ
ず
に
天
皇
と
の
一
体
性
を
追
求
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
と
き
重
視
さ
れ
た
の
が
「
相
関
連
続
」
論
で
あ
り
、「
相
関
連
続
」
法
学
志
林
　
第
一
一
五
巻
　
第
一
・
二
号
合
併
号
一
三
〇
論
を
強
化
す
る
た
め
に
援
用
さ
れ
た
の
が
「
社
会
学
」
で
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い）（（
（
。
と
は
い
え
、
あ
く
ま
で
も
こ
れ
は
試
論
で
あ
り
、『
講
座
帝
国
憲
法
』
の
詳
細
な
分
析
を
含
め
、
今
後
の
課
題
と
し
て
い
き
た
い）（（
（
。
（
（
）　
上
杉
は
「
臣
民
ハ
自
分
等
ノ
為
メ
ノ
役
人
ト
シ
テ
、
便
宜
上
服
従
ス
ル
ノ
デ
ハ
ナ
イ
。
又
強
力
ニ
制
セ
ラ
レ
テ
、
止
ム
ナ
ク
服
従
ス
ル
ノ
デ
モ
ナ
イ
。
又
家
族
ノ
宗
長
ト
シ
テ
、
祖
先
崇
拝
ノ
考
ヨ
リ
服
従
ス
ル
ト
云
フ
モ
足
ラ
ヌ
。
現
人
神
デ
ア
ル
、
天
皇
ナ
ル
ガ
故
ニ
、
服
従
ス
ル
。
服
従
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
信
仰
ス
ル
ガ
故
ニ
、
崇
拝
服
従
ス
ル
、
信
仰
ニ
理
由
ハ
ナ
イ
」（
上
杉
慎
吉
「
皇
道
概
説
＝
古
神
道
大
義
ヲ
読
ム
」『
国
家
学
会
雑
誌
』
二
七
巻
一
号
、
一
九
一
三
年
、
五
七
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
長
尾
龍
一
氏
は
「
上
杉
は
『
安
心
』、
絶
対
的
帰
依
の
対
象
を
求
め
て
や
ま
な
いhom
oreligiosus
で
あ
る
」（
長
尾
龍
一
『
日
本
憲
法
思
想
史
』
講
談
社
、
一
九
九
六
年
、
六
二
頁
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
上
杉
の
持
つ
宗
教
性
は
さ
ま
ざ
ま
な
著
作
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
上
杉
は
青
年
時
代
、
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
し
て
い
た
が
、
一
九
〇
六
年
～
〇
九
年
に
か
け
て
の
洋
行
中
、
天
皇
「
信
仰
」
へ
と
踏
み
出
す
こ
と
と
な
る
。
上
杉
の
言
に
基
づ
け
ば
、「
西
遊
研
学
ノ
間
予
ハ
深
ク
我
国
体
ノ
万
国
無
比
ナ
ル
ヲ
感
シ
…
…
帝
国
国
体
ノ
明
確
ナ
ル
認
識
ト
鞏
固
ナ
ル
尊
皇
ノ
信
念
ト
ハ
日
本
憲
法
研
究
ノ
根
本
骨
子
タ
ル
ヘ
シ
ト
ス
ル
ノ
動
カ
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
確
信
ヲ
懐
抱
」（
上
杉
慎
吉
編
『
憲
政
大
意
』
穂
積
八
束
博
士
遺
稿
憲
政
大
意
発
行
所
、
一
九
一
七
年
、
八
頁
）
し
た
と
い
う
。
（
（
）　
長
尾
前
掲
書
。
井
田
輝
敏
『
上
杉
慎
吉
─
─
天
皇
制
国
家
の
弁
証
』
三
嶺
書
房
、
一
九
八
九
年
。
古
田
博
司
『
近
代
日
本
の
政
治
精
神
』
芦
書
房
、
一
九
九
三
年
。
（
（
）　
小
山
常
実
『
天
皇
機
関
説
と
国
民
教
育
』
ア
カ
デ
ミ
ア
出
版
会
、
一
九
八
九
年
。
（
（
）　
重
久
俊
夫
「
憲
法
学
者
・
上
杉
慎
吉
の
国
家
観
」『
場
所
』
第
一
六
号
、
西
田
哲
学
研
究
会
、
二
〇
一
七
年
。
新
田
均
「
上
杉
慎
吉
の
政
教
関
係
論
」『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
復
刊
第
七
号
、
一
九
九
二
年
。
（
（
）　
西
村
裕
一
「
憲
法
　
美
濃
部
達
吉
と
上
杉
慎
吉
」
河
野
有
理
編
『
近
代
日
本
政
治
思
想
史
─
─
荻
生
徂
徠
か
ら
網
野
善
彦
ま
で
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
一
四
年
。
前
川
理
子
『
近
代
日
本
の
宗
教
論
と
国
家
─
─
宗
教
学
の
思
想
と
国
民
教
育
の
交
錯
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
。
（
（
）　
住
友
陽
文
『
皇
国
日
本
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
─
─
個
人
創
造
の
思
想
史
』
有
志
社
、
二
〇
一
一
年
。
（
（
）　
上
杉
『
新
稿
帝
国
憲
法
』
有
斐
閣
、
一
九
二
二
年
、
四
八
六
頁
。
（
（
）　
同
右
、
五
〇
六
～
五
〇
八
頁
。
（
（
）　『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が
皇
孫
ニ
ニ
ギ
に
下
し
た
と
さ
れ
る
神
勅
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
子
孫
（
＝
天
皇
）
が
日
本
を
統
治
す
る
こ
と
を
定
め
た
と
さ
れ
る
。
戦
前
に
お
い
て
は
、
尋
常
小
学
校
の
教
科
書
で
も
扱
わ
れ
て
お
り
（
入
江
曜
子
『
日
本
が
「
神
の
国
」
だ
っ
た
時
上
杉
慎
吉
の
「
国
体
」
論
に
関
す
る
一
考
察
（
五
味
）
一
三
一
代
─
─
国
民
学
校
の
教
科
書
を
よ
む
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
一
〇
四
頁
以
下
）、
憲
法
に
お
い
て
も
、
天
皇
が
統
治
権
者
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
根
拠
と
さ
れ
て
い
た
。
美
濃
部
達
吉
も
、「
日
本
が
君
主
政
体
で
あ
つ
て
、
万
世
一
系
の
天
皇
を
戴
い
て
居
る
と
云
ふ
こ
と
は
建
国
の
初
め
か
ら
定
つ
て
居
つ
た
憲
法
上
の
法
則
」（
美
濃
部
達
吉
『
憲
法
講
話
』
有
斐
閣
、
一
九
一
二
年
、
五
〇
八
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
憲
法
上
の
法
則
」
が
「
天
壌
無
窮
の
神
勅
」
を
指
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
（
（0
）　
上
杉
『
新
稿
』
五
〇
三
頁
。
（
（（
）　
こ
の
場
合
の
国
家
と
は
、
日
本
国
家
に
限
定
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
意
味
合
い
と
し
て
は
、「
天
皇
即
国
家
」
と
い
う
よ
り
、
い
わ
ば
天
皇
即
日
本
と
い
っ
た
方
が
正
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
（
（（
）　
厳
密
に
は
、
ニ
ニ
ギ
の
ひ
孫
が
初
代
天
皇
た
る
神
武
天
皇
だ
が
、
こ
こ
で
は
ニ
ニ
ギ
を
含
め
、
日
本
の
統
治
権
者
た
る
天
皇
と
す
る
。
（
（（
）　
な
お
、
こ
こ
で
上
杉
が
挙
げ
て
い
る
「
古
史
」
は
、
記
紀
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。『
古
事
記
』
に
お
い
て
は
「
天
地
初
め
て
発
け
し
時
、
高
天
原
に
成
り
し
神
の
名
は
、
天
之
御
中
主
神
、
次
に
高
御
産
巣
日
神
、
次
に
神
産
巣
日
神
。
こ
の
三
柱
の
神
は
、
み
な
独
神
と
成
り
ま
し
て
、
身
を
隠
し
た
ま
ひ
き
」（
次
田
真
幸
『
古
事
記
』（
上
）
講
談
社
、
一
九
七
七
年
、
三
六
頁
）
で
あ
り
、
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
は
天
地
創
造
の
あ
と
に
生
ま
れ
た
神
で
あ
る
う
え
に
、
「
宇
宙
の
中
心
」「
万
物
の
原
動
力
」
な
ど
と
い
っ
た
規
定
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
、
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
は
「
一
書
」
の
な
か
に
し
か
登
場
し
な
い
。
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
に
宇
宙
の
主
宰
神
と
し
て
の
性
質
を
与
え
た
人
物
と
し
て
は
平
田
篤
胤
が
著
名
で
あ
り
、
そ
の
書
『
古
史
伝
』
で
は
「
宇
宙
の
万
物
を
、
悉
く
主
宰
」（
平
田
篤
胤
『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
名
著
出
版
、
一
九
七
七
年
、
一
〇
〇
頁
）
す
る
と
さ
れ
て
い
る
（
参
照
、
神
保
郁
夫
「
平
田
篤
胤
天
之
御
中
主
神
信
仰
の
変
遷
と
確
立
」（
下
）『
神
道
宗
教
』
第
一
六
三
号
、
一
九
九
六
年
）。
上
杉
は
平
田
の
「
古
道
論
」
を
四
高
時
代
に
読
ん
だ
と
述
べ
て
お
り
（
上
杉
編
『
憲
政
大
意
』
六
頁
）、
こ
の
あ
た
り
の
書
籍
を
参
考
に
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
（（
）　
上
杉
『
新
稿
憲
法
述
義
』
有
斐
閣
、
一
九
二
四
年
、
八
八
頁
。
（
（（
）　
上
杉
『
帝
国
憲
法
述
義
』
有
斐
閣
、
一
九
一
四
年
、
一
八
〇
～
一
八
一
頁
。
（
（（
）　
天
皇
と
「
天
祖
」
ア
マ
テ
ラ
ス
、「
天
神
」
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
が
三
位
一
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、『
新
稿
』
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
別
の
表
現
か
ら
も
、
こ
れ
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
「
天
皇
は
民
族
の
中
核
に
ま
し
ま
し
、
国
家
の
元
霊
に
ま
し
ま
す
」（
上
杉
『
新
稿
』
五
一
四
頁
）
と
い
う
一
文
で
あ
る
。
こ
の
「
元
霊
」
と
い
う
一
語
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。
　
　
こ
の
「
元
霊
」
と
い
う
語
の
使
用
例
を
見
て
い
く
と
、
お
も
に
神
道
系
新
宗
教
で
用
い
ら
れ
て
い
た
語
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
、
出
雲
大
社
大
宮
司
を
務
め
た
千
家
尊
福
（
教
派
神
道
、
出
雲
大
社
教
の
創
始
者
で
も
あ
る
）
は
、「
天
之
御
中
主
神
ハ
、
天
地
ノ
大
主
宰
、
万
生
ノ
元
霊
ニ
マ
シ
…
…
」
と
述
べ
て
い
る
（
藤
井
貞
文
『
明
治
国
学
発
生
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
七
年
、
九
九
頁
）。
　
　
ま
た
、
井
口
丑
二
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
神
国
教
で
も
、「
元
霊
は
天
地
万
物
の
根
源
に
し
て
、
そ
の
意
に
依
り
て
宇
宙
を
造
り
、
宇
宙
を
主
宰
す
る
も
の
法
学
志
林
　
第
一
一
五
巻
　
第
一
・
二
号
合
併
号
一
三
二
で
あ
る
。
一
元
と
名
づ
け
、
絶
対
と
名
づ
け
、
太
極
或
は
無
極
と
呼
び
、
真
如
或
は
一
如
と
号
す
る
も
の
、
要
す
る
に
皆
こ
れ
で
あ
る
。
日
本
民
族
が
太
古
よ
り
、
天
御
中
主
神
と
称
へ
て
最
も
崇
敬
し
来
つ
た
の
は
、
そ
の
名
義
も
、
そ
の
思
想
も
、
あ
ら
ゆ
る
哲
学
宗
教
の
中
に
於
て
最
も
卓
越
し
た
る
も
の
で
あ
る
」
（
井
口
丑
二
『
絶
対
実
在
元
霊
学
本
経
』
神
国
教
本
部
、
一
九
二
二
年
、
四
頁
）
と
あ
る
。「
元
霊
」
と
は
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
天
皇
は
…
…
国
家
の
元
霊
」
と
は
、
天
皇
は
日
本
国
家
に
お
け
る
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
と
解
釈
可
能
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
大
本
教
や
、
大
正
・
昭
和
期
の
神
道
界
で
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
今
泉
定
助
も
「
元
霊
」
と
い
う
語
を
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
の
意
味
で
用
い
て
い
る
（
出
口
瑞
月
『
霊
界
物
語
　
真
善
美
愛
（
亥
の
巻
）』
天
声
社
、
一
九
三
二
年
、
二
八
五
頁
。
今
泉
定
助
『
国
体
原
理
』
立
命
館
出
版
部
、
一
九
三
五
年
、
一
五
五
頁
）。
　
　
な
お
、
こ
の
よ
う
に
教
派
神
道
な
ど
神
道
系
新
宗
教
で
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
が
重
視
さ
れ
た
の
は
、「
近
代
的
信
仰
の
確
立
を
め
ざ
し
て
い
た
教
派
神
道
に
と
っ
て
、
宇
宙
の
創
造
神
・
絶
対
神
的
観
念
が
、
彼
ら
の
教
義
に
は
求
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
」（
佐
々
木
聖
使
「
明
治
初
期
に
お
け
る
天
之
御
中
主
神
論
」『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
二
二
号
、
一
九
九
七
年
、
六
〇
頁
）
で
あ
っ
た
と
い
う
。
　
　
た
だ
、
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
を
ア
マ
テ
ラ
ス
の
上
位
に
お
こ
う
と
す
る
立
場
は
、
必
然
的
に
近
代
日
本
に
お
い
て
最
高
神
的
な
立
場
を
与
え
ら
れ
て
い
た
ア
マ
テ
ラ
ス
の
立
場
を
弱
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
か
ら
、
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
と
ア
マ
テ
ラ
ス
の
あ
い
だ
に
は
一
種
の
相
克
関
係
が
内
在
し
て
お
り
、
一
九
四
二
年
に
は
そ
れ
が
「
別
天
神
論
争
」（「
神
典
擁
護
運
動
」）
と
い
う
形
で
表
面
化
し
た
（
参
照
、
昆
野
伸
幸
「
近
代
日
本
に
お
け
る
祭
と
政
─
─
国
民
の
主
体
化
を
め
ぐ
っ
て
」『
日
本
史
研
究
』
五
七
一
号
、
二
〇
一
〇
年
）。
（
（（
）　
上
杉
『
新
稿
』
三
～
五
頁
。
（
（（
）　「
全
体
」
へ
合
一
し
よ
う
と
す
る
「
我
の
意
志
」
と
は
、
す
な
わ
ち
「
体
制
意
志
」
で
あ
る
。「
体
制
意
志
」
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
（
（（
）　
上
杉
『
新
稿
』
一
三
頁
。
（
（0
）　
同
右
、
二
一
頁
。
（
（（
）　
同
右
、
一
四
頁
。
（
（（
）　
上
杉
「
国
家
と
人
生
」『
政
治
上
の
国
民
総
動
員
』
日
本
学
術
普
及
会
、
一
九
二
七
年
、
一
三
～
一
四
頁
。
（
（（
）　
上
杉
『
新
稿
』
二
六
頁
。
（
（（
）　
同
右
、
四
四
頁
。
（
（（
）　
同
右
、
五
六
頁
。
（
（（
）　
長
尾
前
掲
書
、
一
一
七
頁
。
（
（（
）　
社
会
学
講
座
開
講
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
二
年
・
二
四
年
・
二
五
年
の
い
ず
れ
か
が
考
え
ら
れ
る
が
、
具
体
的
な
時
期
は
不
詳
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
上
杉
は
社
会
学
講
座
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
上
杉
の
「
社
会
学
」
へ
の
関
心
で
あ
っ
た
。
上
杉
慎
吉
の
「
国
体
」
論
に
関
す
る
一
考
察
（
五
味
）
一
三
三
　
　
上
杉
は
一
九
二
〇
年
二
月
、
森
戸
事
件
の
直
後
に
ド
イ
ツ
へ
二
度
目
の
洋
行
に
出
発
し
た
。
そ
の
際
、
ド
イ
ツ
で
東
大
の
同
僚
で
あ
る
末
弘
厳
太
郎
と
会
っ
て
い
る
が
、
末
弘
に
よ
れ
ば
、
上
杉
は
ア
メ
リ
カ
を
経
由
し
て
ド
イ
ツ
に
や
っ
て
き
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
に
非
常
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
。
洋
行
を
終
え
た
末
弘
が
上
杉
に
会
っ
て
み
る
と
、
上
杉
は
ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
の
本
を
数
多
く
蒐
集
し
て
い
た
。
折
し
も
、
法
学
部
で
社
会
学
の
講
義
を
担
当
し
て
い
た
文
学
部
の
建
部
遯
吾
の
講
義
の
評
判
が
悪
く
、
法
学
部
の
教
員
で
社
会
学
の
講
義
を
担
当
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
際
に
手
を
挙
げ
た
の
が
、
牧
野
英
一
と
上
杉
で
あ
っ
た
。
結
局
両
者
と
も
教
授
会
の
信
用
が
な
く
、
講
義
は
文
学
部
の
戸
田
貞
三
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
（
参
照
、
六
本
佳
平
・
吉
田
勇
編
『
末
弘
厳
太
郎
と
日
本
の
法
社
会
学
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
、
八
頁
）。
こ
の
末
弘
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
上
杉
は
社
会
学
講
座
の
担
当
に
手
を
挙
げ
た
も
の
の
、
実
際
に
社
会
学
講
座
を
受
け
持
つ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
上
杉
が
社
会
学
講
座
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
多
く
の
証
言
が
あ
る
。
　
　
な
お
、
上
杉
の
社
会
学
講
座
に
お
け
る
教
え
子
と
し
て
は
、
ゾ
ル
ゲ
事
件
に
関
与
し
た
尾
崎
秀
実
が
い
る
（
参
照
、
尾
崎
秀
実
著
、
今
井
清
一
編
『
新
編
愛
情
は
ふ
る
星
の
ご
と
く
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
、
一
四
四
～
一
四
五
頁
）。
尾
崎
の
朝
日
新
聞
入
社
が
一
九
二
六
年
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
以
前
に
は
す
で
に
社
会
学
講
座
が
開
講
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
尾
崎
の
回
想
に
基
づ
け
ば
、
大
学
院
で
社
会
学
を
講
じ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
（
（（
）　
上
杉
總
彦
「
公
法
学
者
上
杉
慎
吉
に
お
け
る
社
会
学
＝
相
関
連
続
の
研
究
」
竹
村
民
郎
編
『
経
済
学
批
判
へ
の
契
機
』
三
一
書
房
、
一
九
七
四
年
、
二
二
四
頁
。
（
（（
）　
同
右
、
二
二
五
頁
。
（
（0
）　
ご
く
一
部
、「
社
会
連
帯
論
」
と
い
う
語
が
登
場
す
る
程
度
で
あ
る
。
（
（（
）　
た
だ
し
、
上
杉
の
最
後
の
著
作
で
あ
る
〈
帝
国
大
学
講
座
〉『
帝
国
憲
法
』
国
文
社
出
版
部
、
一
九
二
九
年
（
以
下
、『
講
座
帝
国
憲
法
』）
の
「
相
関
連
続
」
論
で
は
、
多
く
の
社
会
学
者
（
ア
メ
リ
カ
の
ギ
デ
ィ
ン
グ
ス
、
マ
ッ
キ
ー
ヴ
ァ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
の
タ
ル
ド
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
、
ル
・
ボ
ン
、
ド
イ
ツ
の
テ
ン
ニ
エ
ス
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｇ
・
Ｄ
・
Ｈ
・
コ
ー
ル
、
ホ
ブ
ハ
ウ
ス
な
ど
）
の
説
を
取
り
上
げ
つ
つ
論
じ
て
お
り
、「
社
会
学
」
の
影
響
は
顕
著
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、「
我
」
と
「
全
体
」
の
関
係
な
ど
、『
新
稿
』
で
述
べ
ら
れ
て
い
た
枠
組
み
は
健
在
で
あ
り
、
そ
の
枠
組
み
の
上
に
「
社
会
学
」
研
究
の
成
果
を
援
用
し
、
自
ら
の
「
相
関
連
続
」
論
を
補
強
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
よ
う
に
筆
者
に
は
思
え
る
。
　
　
な
お
、
こ
の
『
講
座
帝
国
憲
法
』
は
上
杉
正
一
郎
・
重
二
郎
・
彌
三
郎
編
『
上
杉
慎
吉
著
作
目
録
』
私
家
版
、
一
九
四
一
年
に
は
記
載
が
な
く
、
先
行
研
究
で
も
検
討
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
か
ら
上
杉
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
刊
行
年
月
は
一
九
二
九
年
二
月
で
あ
り
、
上
杉
は
同
年
四
月
に
亡
く
な
る
こ
と
か
ら
、
事
実
上
の
最
後
の
著
作
で
あ
る
と
言
え
る
（
た
だ
し
、
そ
の
内
容
は
一
九
二
六
年
頃
の
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
）。
上
杉
の
東
大
に
お
け
る
講
義
を
文
字
に
起
こ
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
、「
上
杉
慎
吉
講
述
」
と
な
っ
て
い
る
。
全
体
と
し
て
誤
記
誤
植
が
多
く
、
不
自
然
な
文
章
の
つ
な
が
り
を
し
て
い
る
箇
所
も
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
上
杉
總
彦
が
ま
と
め
た
「
上
杉
慎
吉
社
会
学
遺
稿
」
の
内
容
を
文
字
に
し
た
法
学
志
林
　
第
一
一
五
巻
　
第
一
・
二
号
合
併
号
一
三
四
も
の
で
あ
る
と
も
い
え
、
内
実
不
明
の
上
杉
「
社
会
学
」
を
検
討
す
る
う
え
で
貴
重
な
文
献
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
　
　
上
杉
「
社
会
学
」
の
詳
細
は
未
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
上
杉
慎
吉
社
会
学
遺
稿
」
を
見
て
い
く
と
、「
社
会
学
ハ
人
生
ノ
理
想
ノ
論
ニ
帰
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
／
従
テ
歴
史
哲
学
タ
リ
／
又
文
明
ノ
批
評
タ
リ
」（
上
杉
總
彦
編
「
上
杉
慎
吉
社
会
学
遺
稿
」
竹
村
民
郎
編
『
帝
国
主
義
と
兵
器
生
産
』
三
元
社
、
二
〇
一
三
年
、
五
一
八
頁
。
な
お
、
／
は
改
行
を
示
す
）、「
歴
史
的
研
究
法
ハ
社
会
学
ノ
基
礎
タ
ラ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」（
同
右
、
五
二
二
頁
）
と
い
っ
た
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
上
杉
が
「
社
会
学
」
を
「
歴
史
哲
学
」
と
し
て
見
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
　
一
方
で
、「
社
会
学
者
ノ
社
会
学
ニ
膠
着
シ
テ
ハ
駄
目
」（
同
右
、
五
一
八
頁
）、「
予
ノ
見
ル
所
ニ
依
レ
ハ
社
会
学
ハ
社
会
全
般
ニ
通
ス
ル
人
ノ
相
関
連
続
ノ
学
ニ
シ
テ
社
会
現
象
ノ
一
部
ノ
学
ニ
非
ス
」（
同
右
、
五
二
五
頁
）
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
上
杉
は
自
ら
の
「
社
会
学
」
を
、「
社
会
学
者
ノ
社
会
学
」
「
社
会
現
象
ノ
一
部
ノ
学
」
で
は
な
く
、「
社
会
全
般
ニ
通
ス
ル
人
ノ
相
関
連
続
ノ
学
」
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
こ
と
も
理
解
で
き
る
。
ま
た
、
引
用
し
た
「
予
ノ
見
ル
所
ニ
依
レ
ハ
社
会
学
ハ
社
会
全
般
ニ
通
ス
ル
人
ノ
相
関
連
続
ノ
学
ニ
シ
テ
社
会
現
象
ノ
一
部
ノ
学
ニ
非
ス
」
に
続
き
、「
此
ノ
点
ニ
於
テSim
m
el
ノ
形
式
学
ノ
説
モ
之
ヲ
改
良
シ
テ
用
ユ
ヘ
ク
、
社
会
学
ハ
全
社
会
科
学
ノ
綜
合
ナ
リ
ト
ス
ル
モ
亦
之
ヲ
捨
ツ
ヘ
カ
ラ
ス
」（
同
右
、
同
頁
）
と
あ
り
、
ジ
ン
メ
ル
の
「
形
式
学
」
を
「
改
良
シ
テ
用
ユ
ヘ
ク
」
と
述
べ
て
は
い
る
も
の
の
、
社
会
学
を
全
社
会
科
学
の
「
綜
合
」
と
す
る
見
方
を
捨
て
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
上
杉
の
見
方
は
、
同
時
代
の
日
本
に
お
け
る
社
会
学
を
取
り
巻
く
風
潮
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
一
九
二
〇
年
代
は
、
日
本
に
お
け
る
「
社
会
学
」
の
議
論
が
大
き
く
転
換
す
る
時
期
で
、
一
九
一
九
年
に
京
大
の
高
田
保
馬
が
発
表
し
た
『
社
会
学
原
理
』
は
「
日
本
社
会
学
界
の
金
字
塔
」（
小
笠
原
真
『
日
本
社
会
学
史
へ
の
誘
い
』
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
六
二
頁
）
と
い
う
評
価
が
あ
る
よ
う
に
、
日
本
に
お
け
る
「
社
会
学
」
の
議
論
の
枠
組
み
を
、「
綜
合
社
会
学
」
か
ら
「
形
式
社
会
学
」
へ
と
転
換
を
せ
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
、「
綜
合
社
会
学
」
は
一
九
二
〇
年
代
末
に
な
る
と
、「
百
科
全
書
的
」「
歴
史
哲
学
的
」
と
嘲
笑
の
対
象
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
嘲
笑
の
中
心
が
、
上
杉
が
高
く
評
価
し
て
い
た
コ
ン
ト
だ
っ
た
と
い
う
（
参
照
、
清
水
幾
太
郎
『
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
─
─
社
会
学
と
は
何
か
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
八
年
、
六
～
七
頁
。
な
お
、
上
杉
の
コ
ン
ト
論
は
、
上
杉
「
社
会
学
の
動
機
」『
国
家
学
会
雑
誌
』
三
七
巻
一
号
、
一
九
二
三
年
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
）。
こ
う
し
た
時
流
の
な
か
で
、「
形
式
社
会
学
」
を
完
全
に
は
否
定
し
な
い
ま
で
も
、
コ
ン
ト
流
の
「
百
科
全
書
的
」「
歴
史
哲
学
的
」
な
「
綜
合
社
会
学
」
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
っ
て
い
た
の
が
上
杉
だ
っ
た
。
上
杉
は
述
べ
た
よ
う
に
、「
社
会
学
」
を
「
歴
史
哲
学
」
的
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
、
自
ら
の
「
社
会
学
」
を
「
社
会
学
者
ノ
社
会
学
」「
社
会
現
象
ノ
一
部
ノ
学
」
で
は
な
く
、「
社
会
全
般
ニ
通
ス
ル
人
ノ
相
関
連
続
ノ
学
」
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
。
上
杉
の
言
を
見
て
み
よ
う
。
　
　
　
歴
史
哲
学
ト
社
会
学
ト
ヲ
区
別
ス
ル
ハ
勝
手
ナ
リ
、
社
会
学
ニ
ハ
歴
史
哲
学
ヲ
含
マ
ス
ト
ス
ル
モ
可
ナ
リ
　
　
　
シ
カ
シ
予
ノ
相
関
連
続
論
ハ
コ
ノ
両
方
ヲ
包
含
ス
コ
レ
社
会
学
ト
云
ハ
サ
ル
一
理
由
（
上
杉
總
彦
「
上
杉
慎
吉
社
会
学
遺
稿
」
五
二
五
頁
）
（
（（
）　
上
杉
『
新
稿
』
一
〇
～
一
一
頁
。
（
（（
）　
筧
克
彦
に
つ
い
て
は
、
森
元
拓
「
国
粋
主
義
の
法
思
想
」
大
野
達
司
・
森
元
拓
・
吉
永
圭
編
『
近
代
法
思
想
史
入
門
』
法
律
文
化
社
、
二
〇
一
六
年
、
一
上
杉
慎
吉
の
「
国
体
」
論
に
関
す
る
一
考
察
（
五
味
）
一
三
五
八
九
～
一
九
四
頁
を
参
照
。
（
（（
）　
筧
克
彦
『
国
家
之
研
究
第
一
巻
』
清
水
書
店
、
一
九
一
三
年
、
二
一
〇
頁
。
（
（（
）　
同
右
、
一
一
九
頁
。
（
（（
）　
な
お
、
一
九
一
三
年
当
時
の
上
杉
は
、
筧
克
彦
の
「
普
遍
我
」
論
に
同
意
し
て
い
な
か
っ
た
。「
皇
道
概
説
＝
古
神
道
大
義
ヲ
読
ム
」
を
見
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
筧
氏
ハ
普
遍
我
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
認
メ
ラ
ル
ル
。
氏
ノ
所
謂
ル
哲
理
論
ハ
主
ト
シ
テ
普
遍
我
論
デ
ア
ル
。
若
シ
左
ル
者
ガ
存
在
ス
ル
ト
認
識
セ
ラ
ル
ル
ナ
ラ
ハ
、
古
神
道
ハ
普
遍
我
ニ
対
ス
ル
信
仰
デ
ハ
ア
ル
マ
イ
カ
。
普
遍
我
即
チ
真
神
デ
ハ
ア
ル
マ
イ
カ
。
然
ラ
バ
、
筧
氏
ノ
古
神
道
論
ハ
汎
神
論
デ
ア
ル
。
筧
氏
ハ
根
柢
ニ
於
テ
汎
神
論
ヲ
執
リ
、
其
ノ
理
屈
ヲ
尺
度
ト
シ
テ
古
神
道
ヲ
論
ジ
テ
居
ラ
ル
ル
。『
古
神
道
大
義
』
ノ
根
本
的
欠
点
ハ
茲
ニ
ア
ル
ノ
デ
ア
ル
。
　
予
ハ
筧
氏
ノ
普
遍
我
説
ニ
服
セ
ヌ
。
汎
神
論
ト
云
フ
一
家
ノ
哲
理
デ
皇
道
ヲ
説
述
ス
ル
ノ
ハ
最
モ
非
ナ
リ
ト
思
フ
ノ
デ
ア
ル
（
上
杉
「
皇
道
概
説
＝
古
神
道
大
義
ヲ
読
ム
」
七
二
頁
）。
　
　
前
川
理
子
氏
に
よ
れ
ば
、
上
杉
は
筧
の
「
普
遍
我
」
論
は
天
皇
に
対
す
る
絶
対
的
な
信
仰
で
は
な
く
、「
普
遍
我
」（
天
皇
は
普
遍
我
の
「
表
現
人
」
に
す
ぎ
な
い
）
へ
の
信
仰
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
批
判
し
た
と
し
て
お
り
（
参
照
、
前
川
前
掲
書
、
三
二
一
～
三
二
二
頁
）、
筆
者
も
同
意
す
る
。
た
だ
、『
新
稿
』
で
は
上
杉
も
普
遍
我
と
い
う
語
を
部
分
的
に
用
い
、
少
な
く
と
も
「
皇
道
概
説
＝
古
神
道
大
義
ヲ
読
ム
」
の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
否
定
す
る
こ
と
は
な
く
な
っ
て
い
る
。『
新
稿
』
の
論
理
構
造
は
筧
の
『
国
家
之
研
究
』
に
似
て
い
る
と
も
い
え
、
両
者
の
学
説
の
関
係
に
つ
い
て
は
今
後
詳
細
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。
（
（（
）　
上
杉
『
新
稿
』
六
五
頁
。
（
（（
）　
同
右
、
七
二
頁
。
（
（（
）　
同
右
、
同
頁
。
（
（0
）　
同
右
、
六
九
頁
。
（
（（
）　
同
右
、
五
〇
八
頁
。
（
（（
）　
上
杉
の
資
本
家
観
に
つ
い
て
は
、
上
杉
「
起
て
よ
無
産
の
愛
国
者
」『
政
治
上
の
国
民
総
動
員
』
日
本
学
術
普
及
会
、
一
九
二
七
年
の
記
述
が
参
考
に
な
る
。
（
（（
）　
上
杉
は
盟
友
で
あ
っ
た
政
友
本
党
の
床
次
竹
二
郎
に
対
し
、「
社
会
政
策
」
の
必
要
性
を
主
張
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
参
照
、
渡
邉
宏
明
「
普
通
選
挙
法
成
立
後
の
政
友
本
党
の
党
基
盤
─
─
『
上
杉
博
士
の
政
友
本
党
論
』
を
中
心
に
」『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』
一
六
号
、
二
〇
一
二
年
、
一
九
頁
）。
（
（（
）　
参
照
、
牧
原
憲
夫
『
客
分
と
国
民
の
あ
い
だ
─
─
近
代
民
衆
の
政
治
意
識
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
、
二
二
六
頁
。
（
（（
）　
一
体
性
を
強
め
る
、
つ
ま
り
「
相
関
連
続
」
す
る
と
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
る
の
か
。
上
杉
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
明
確
に
は
述
べ
て
い
な
い
。
法
学
志
林
　
第
一
一
五
巻
　
第
一
・
二
号
合
併
号
一
三
六
あ
る
意
味
で
は
こ
れ
が
上
杉
の
限
界
で
も
あ
る
。
た
だ
、『
新
稿
』
中
で
断
片
的
に
述
べ
て
い
る
こ
と
を
総
合
す
る
と
、
そ
れ
は
結
局
の
と
こ
ろ
各
人
が
不
正
を
は
た
ら
か
ず
、
生
業
に
い
そ
し
む
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
（
（（
）　
上
杉
『
新
稿
』
五
二
八
～
五
二
九
頁
。
（
（（
）　
同
右
、
二
九
四
頁
。
（
（（
）　
同
右
、
二
九
七
頁
。
（
（（
）　
同
右
、
三
〇
四
頁
。
（
（0
）　
同
右
、
三
〇
三
頁
。
（
（（
）　
住
友
前
掲
書
、
一
一
二
頁
。
（
（（
）　
上
杉
『
憲
法
読
本
』
日
本
評
論
社
、
一
九
二
八
年
、
二
六
頁
。
（
（（
）　
一
九
二
八
年
二
月
一
五
日
発
行
の
『
憲
法
読
本
』
に
は
、
政
党
内
閣
を
認
め
る
か
の
よ
う
な
一
節
が
あ
り
、
小
山
常
実
氏
は
上
杉
が
政
党
内
閣
の
肯
定
に
転
じ
た
と
し
て
い
る
（
小
山
前
掲
書
、
二
九
三
頁
）。
確
か
に
『
憲
法
読
本
』
で
そ
う
読
め
る
の
は
事
実
で
あ
る
が
、
筆
者
は
床
次
竹
二
郎
と
の
関
係
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。『
憲
法
読
本
』
刊
行
の
直
後
、
二
八
年
二
月
二
〇
日
は
上
杉
が
待
望
し
て
い
た
第
一
回
の
普
通
選
挙
で
あ
り
、
当
時
立
憲
民
政
党
に
合
流
し
て
い
た
床
次
の
た
め
、
上
杉
は
鹿
児
島
に
応
援
演
説
に
駆
け
つ
け
て
い
た
。
そ
こ
で
上
杉
は
聴
衆
に
対
し
、
床
次
を
民
政
党
の
総
裁
に
し
て
み
せ
る
と
い
っ
た
旨
の
演
説
を
お
こ
な
っ
た
と
い
う
（
参
照
、
渡
邉
前
掲
論
文
、
一
九
頁
）。
上
杉
は
反
政
党
内
閣
を
主
張
す
る
一
方
で
、
政
党
政
治
家
で
あ
る
床
次
を
以
前
か
ら
熱
心
に
後
援
し
て
い
た
。
（
（（
）　
上
杉
は
吉
野
作
造
よ
り
先
に
「
民
本
主
義
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、「
民
本
主
義
」
概
念
が
吉
野
と
上
杉
で
異
な
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
な
お
、
付
言
す
れ
ば
吉
野
と
上
杉
は
個
人
的
に
は
非
常
に
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
。
（
（（
）　
注
（（
参
照
。
（
（（
）　
し
か
し
、『
講
座
帝
国
憲
法
』
で
も
「
普
遍
我
」
と
い
う
語
は
登
場
す
る
。
そ
の
た
め
、
意
識
的
に
上
杉
が
汎
神
論
を
放
棄
し
て
い
た
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。『
講
座
帝
国
憲
法
』
に
お
け
る
「
国
体
」
論
の
記
述
は
非
常
に
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
単
に
上
杉
が
説
明
し
て
い
な
い
だ
け
の
可
能
性
も
あ
る
。
（
（（
）　
本
稿
は
、
法
政
大
学
名
誉
教
授
・
河
野
康
子
先
生
の
勧
め
で
執
筆
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
一
〇
〇
年
以
上
前
に
上
杉
慎
吉
も
執
筆
し
た
伝
統
あ
る
『
法
学
志
林
』
に
執
筆
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
